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第１回大野市総合教育会議次第 

 

日時：平成 27 年 4 月 22 日(水)午後 2 時 25 分から 

場所：市役所 談話室 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 教育について 

 

３ 協議 

  （１）大綱の策定について 

     第五次大野市総合計画              資料１ 

大野市教育方針                 資料２ 

 

  （２）協議・調整事項について                          

平成２７年度総合教育会議の協議テーマ(案)     資料３ 

 

  （３）今後のスケジュールについて 

    ○ 第２回会議：平成２７年６月２５日（木）午後４時００分～ 談話室 

  ・大綱（案）の審議、承認 

・協議テーマ（別紙案） 

    ○ 第３回会議：平成２８年２月２５日（木）午後４時３０分～ 談話室 

  ・協議テーマ（別紙案） 

     ・平成２７年度のまとめ 

※ 上記のほか、緊急に協議が必要な場合に招集することもある。 

 

４ その他 
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＜出席者＞ 

                市 長         岡 田 高 大 

 

                委員長         洞 口 幸 夫 

 

                職務代理者       清 水 美那子 

 

                委 員         山 川  秀 

 

                委 員         妙 願 貴 子 

 

                委 員         松 田 公 二 

 

       事務局（説明者） 企画総務部長      田 中 雄一郎 

 

                企画財政課長      加 藤 正 幸 

 

                企画財政課参事     中 村 吉 孝 

 

教育長（再掲）     松 田 公 二 

 

                事務局長        小 川 市右エ門 

 

                教育総務課長      木戸口 正 和 

 

                学校教育審議監     道 鎮 栄 一 

 

生涯学習課長      宮 越 剛 生 

 

             〃 文化財保護室長  中 村 りえ子 

 

             〃 スポーツ振興室長 砂 子 淳 一 

 

          （書 記） 教育総務課課長補佐   山 田 靖 子 
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１ 開会 

【企画財政課長】設置会議に引き続き、第１回大野市総合教育会議を開催させていただ

きます。 

 

２ 教育について 

【企画財政課長】では、岡田市長よりレジュメの２番目「教育について」、一言お願い

します。 

【市長】例年、意見交換会でも申し上げていますが、国の教育の全体的なあり方が変わ

っていく中で、教育委員会にお願いして、平成２１年３月に大野市教育理念を定めさ

せていただきました。これは、学校教育だけでなく、家庭、地域教育をしっかりして

おかないといけない、毎日のように親が子どもを、子どもが親を殺めたというような

事件、事故の報道が多くなされ、そのような環境をリセットする必要があると考え、

大野市教育理念を作っていただきました。 

当然、子どもからお年寄りまで、教育委員会や学校任せでなく、すべての市民が家

庭、地域教育を考えていこうということの指針となるべきものだと考えています。 

その後、教育委員会では学校教育、ふるさと教育などを中心に重点をおいてやって

いただいています。 

一方、東日本大震災は、国民全体としてこれまでの物の豊かさを求めることが良か

ったのかという人も数多くおられ、そういう中で家族の絆や、地域社会とのつながり

を今一度、見直すことが大切であると言われるようになってきました。 

そういった中で、大野市ではブランドコピー｢結｣の復活、キャッチコピーとして｢結

の故郷｣を推進しており、このことを教育現場でもしっかり生かしていただいており、

ありがたいことだと思っている。 

この教育理念や結の故郷は当然、相通じるものがあり、日本人のアイデンティティ

であろうと解釈しているところです。 

また、４、５年前の文部科学省の高校生の実態調査によると、高校生の８５％が将

来不安を抱えている、夢や希望が持てないと感じているという、この結果に大変驚き、

危惧しているところです。 

今一度、家庭教育を充実することで、子ども達に生まれ育ったふるさとに自信と誇

りを持っていただき将来に向けて夢を持てるような教育が必要である。そういった環

境をバックアップしていくことが大事である。 

子ども達に自信と誇りを持たせ、将来大人として或いは地域社会の社会人として覚

悟を持った人を育てていくことが非常に大事であると思っています。 
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そういった意味で、この総合教育会議を設置することで、より一層、市長部局と教

育委員会がこれまで以上に強固な力を出し合いながら、子ども達をしっかりとした大

人に育ててあげていくことを目標にやって行きたいと思っています。 

全国に誇れる大人に育て、世界に羽ばたいていただき、ある時期には大野市に帰っ

てきていただくことも期待し、充実した会議を進めていきたいと考えています。 

 

３ 協議 

【企画財政課長】それでは、これからは、市長の議事進行をお願いします。 

【市長】レジュメに従い、３ 協議事項の一番目、大綱の策定について、事務局の説明

を求めます。 

【教育委員会事務局長】資料１をご覧ください。 

  ――＜資料１ 第五次大野市総合計画 説明＞――一 

――＜資料２ 平成２７年度大野市教育方針 説明＞――一 

この二つをベースに、会議の中で大綱を定めていきたいと考えています。 

【企画総務部長】現在、第五次大野市総合計画の後期基本計画を今年度中の策定を目指

し作業を進めてしているところです。３つの基本施策は変更や言い回しを変更する可

能性もありますが変更された部分は、リンクさせ、計画に沿った形で大綱案を作成し、

第２回の会議で協議させていただきたいと思います。 

【市長】大綱は、何年間を目標とするのですか。 

【企画総務部長】年の指定はありません。 

【市長】一応作って、その都度、必要に応じて見直せばいいということですかね。 

【教育長】目安として５年程度と思っています。 

【企画総務部長】協議させていただくことだと思いますが、計画年度も明確にする必要

があります。 

【市長】平成２７年度中に定めればいいのですか。 

【企画財政課長】平成２７年４月から新制度施行なので、早めに作る必要があります。 

【教育長】県の教育委員会は６月議会で提示し、１０月頃策定の予定です。それに合わ

せて、大野市も策定したいと思っています。 

  第五次大野市総合計画後期基本計画についても、教育の部分を前倒しで進めていき

たいと考えています。 

【市長】この予定で間に合うのですか。 

【企画総務部長】後期基本計画についても、新年度予算に反映させるため、１０月下旬

を目途に予定しているので、刷り合わせしながら、同時進行で準備すれば、県と同時

期の１０月なら可能だと思います。 

【企画財政課長】事務局の説明は、後期計画と教育方針を整備して進めたいという思い
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です。時期は、今の話から、６月策定案より、少し遅れるかもしれません。 

  この進め方、時期について、ご意見いただきたいと思います。 

【委員長】慌てずにゆっくり策定してはどうですか。 

【市長】大野市第五次総合計画後期計画と教育方針を整備して進めるということについ

ては、そういう方向で進めるということで、いいですか。 

では、次、二番目の協議・調整事項、平成２７年度総合教育会議の協議テーマ(案)

について、事務局の説明をお願いします。 

【教育委員会事務局長】資料３をご覧ください。 

  ――＜資料３ 平成２７年度総合教育会議の協議テーマについて 説明＞――一 

【市長】事務局案を３項目示していますが、これ以外にテーマとしてあげるものがあれ

ば、お聞かせ願います。 

【委員長】総合教育会議ですが、緊急の場合など、必ずしも会議を持たなくても、市長

と教育長が揃って協議していただき、その結果を教育委員会に報告していただくこと

も結構だと思います。 

【教育長】これまでも市長と相談させていただきながら進めてきたので、そんなに変化

はありません。 

【市長】では、３つのテーマ以外のテーマを設ける必要があれば、気がついた時にその

都度おっしゃって下さい。 

  次に、三番目の今後のスケジュールについて、事務局の説明を求めます。 

【事務局】事務局案としては、第２回会議を６月２５日に開催し、大綱について協議い

ただき、第３回会議は来年２月２５日の開催を予定しています。 

【市長】必要に応じて会議を開くこともありますが、よろしくお願いします。 

 

４ その他 

【市長】その他、何かありますか。 

【委員長】これまで年１回実施している市長との懇親会についても、継続していってい

ただきたい。 

【市長】例年通りということで、やっていきたいと考えています。 

議事録は公開しなければ、いけないのですか。 

【企画財政課参事】「公開に努める」ということで、努力規定です。協議の上、公開さ

せていただきたいと考えています。 

【教育長】大野の特色は、結の心、明倫の心であり、この心を追求する姿勢を大野市政

と教育行政の特色と考えている。この会議で、市長部局から企画総務部長と企画財政

課長と参事が出ているので、この「心づくり」をどう連携させるのかを存分に議論さ
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せていただきたいと思っています。 

【市長】大綱にしても、第五次大野市総合計画の教育委員会部分と教育方針だけでなく、

結の故郷推進室が関わっているところも、盛り込む必要があります。 

特出しで、家庭教育、地域教育も盛り込み、市長部局も一緒になってこの家庭教育、

地域教育を推進していかないといけません。 

【委員】「明倫の心」について、よく人から聞かれるのですが、捉え方が難く、どう説

明していいのか迷うことがあります。広く市民にわかってもらう表現はないですか。 

【市長】「当たり前のことを、当たり前にしなさい」ということだと思います。 

  しかし、この当たり前がわからない人が増えているようにも思います。 

【教育長】当たり前の姿を求めて、それぞれの団体が事業を推進しています。例えば、

国旗を掲げるのもその一つです。いろんな物事の方向性を出していくのが明倫の心で、

具体的な例示表現はなじまないと思います。 

【市長】歴史を遡れば、倭の心、大和の心で、日本人独特のものの考え方など、「結の

心」も同じだと思います。 

他に何かありますか。 

  では、第１回の総合教育会議を終了します。どうもありがとうございました。 

                             午後３時００分終了 


